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特集：新型コロナウイルス感染症と社会保障

新型コロナウィルスの蔓延下でのメンタルヘルスの変化：
これまでの知見と将来への含意

山村 英司＊

要 旨

2020年初頭に日本に上陸した新型コロナウィルスは，変異を繰り返しながら2年以上が経過した。蔓
延を防ぐため日常生活の制限，経済状況の悪化などのため，特に蔓延初期段階でメンタルヘルスの悪化
が観察された。ただし，このようなコロナパンデミックの影響は，国や個人の属性によって大きく異な
る。例えば，性別によってコロナの影響は大きく異なる。とりわけ日本においては，若年女性の自殺数
の増加はほかの集団よりも顕著に観察される。このような結果をもたらす要因として，男女が直面する
経済社会的な環境の違いがある。女性が置かれている状況は男性よりも不利なために，ストレスが大き
くなりメンタルヘルスを悪化させる。また，臨時休校などによる子供のメンタルヘルスへの影響は短期
ばかりでなく長期的に分析する必要がある。今後は追加調査を実施することで，パンデミックの長期的
影響を分析することが望まれる。
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Ⅰ はじめに

2019年末以降，新型コロナのパンデミックは世
界各国の政治経済，そして社会生活に大きな変化
をもたらした。時代の要請に応えるように幅広い
分野において短期間で，膨大な数のパンデミック
関連の研究が発表された。パンデミックが始ま
り，緊急事態宣言などが出されると，自らの意志
とは無関係に「引き籠り」的な日常をおくらざる
を得なくなる。人との関わりから切り離され自由
を制限される中で，パンデミックへの罹患への恐
怖心もある。このような現実に直面するなかで，

コロナ禍がメンタルヘルスや自殺に及ぼす影響の
分析が蓄積されてきた。
本稿ではこれまでのコロナ禍におけるメンタル
ヘルス関連の研究成果を整理しその知見から得ら
れる含意を議論する。同テーマは公衆衛生，社会
心理学，経済学，政治学など多様な分野で数多く
の研究が存在する1)。メンタルヘルスに限っても，
さまざまなアプローチがなされている。先行研究
の全貌を本稿で紹介することは紙幅の制限などか
ら不可能である。そこで，本稿では先行研究を網
羅するのではなく，国内外の多くの研究で共通し
て観察される傾向を概観しつつ，筆者がこれまで
進めてきた研究やその関連研究を中心に取り上げ

＊西南学院大学経済学部 教授
1) 例えば日本心理学会では学会誌で，新型コロナウイルスに関連する特集号を組んでいる（山田 2021）。
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る。例えば，男女間のメンタルヘルスの差，緊急
事態制限がメンタルヘルスに与えた影響，臨時休
校が学童の親のメンタルヘルスに及ぼす影響，ワ
クチン接種後のメンタルヘルスの変化などであ
る。

Ⅱ メンタルヘルス関連の研究動向

1 短期的分析
コロナパンデミックの初期段階から世界各地で
さまざまなプロジェクトが立ち上げられパンデ
ミックがメンタルヘルスに及ぼす影響の分析が進
められた。その中で最大規模と思われるのが2020
年の3月世界各地の研究者が連携して立ち上げた
COVIDiSTRESS global surveyプロジェクトである
（Lieberoth et al., 2021; Yamada et al., 2021）2)。ここ
では，本人が自覚する精神的ストレス，予防行動，
政府への信頼度などに関する詳細な質問票を作成
し，これを利用してオンラインサーベイにより
2020年のパンデミック初期に 48か国から約
175,000人のデータを収集した。因果関係を明ら
かにはしていないが，実態を把握するために変数
間の相関関係や国の間にどのような違いがみられ
るかが分析されている。新型コロナを心配する人
ほどストレスが高い傾向が観察された。国家間の
比較では，日本人は他国に比べて行動変容の要請
に積極的に従う傾向が顕著にみられる。興味深い
のは，ストレスを強く感じる人ほど，コロナ対策
のための行動変容の要請に従わない傾向がみられ
たことである（Lieberoth et al., 2021）。
日本における分析を紹介しよう。コロナ禍の初
期において若者，低所得家計の人，休息や睡眠が
不足している人などにメンタルヘルスの悪化が観
察されている（Nagasu et al., 2021）。マスク着用，
手の消毒，他者と物理的距離を確保するなどの予
防行動を取らない傾向が確認されている人ほど孤
独を感じ（Stickley et al., 2021），恐れなど抑鬱的
な精神状態にある（Stickley et al., 2020）。つまり，
メンタルヘルスの悪化は，行動変容に消極的な反

応に結びつくと解釈できる。メンタル状況が悪い
と，行動変容するだけの精神的な余裕がないのか
もしれない。
メンタルヘルスの影響は感染の増減や，政府の
パンデミック対策など状況変化の影響も大きく受
ける。同一人物に対して3月中旬からほぼ毎月，
繰り返し調査を行うことで東京オリンピック延期
や緊急事態宣言などの影響を分析した研究があ
る。Yamamura & Tsutsui（2020）は飲食業や観光
業などオリンピック特需が期待された「オモテナ
シ産業」の就業者の幸福度の変化について分析し
ている。具体的には2020年夏に開催予定だった東
京オリンピックの延期が2020年3月24日に発表さ
れる前後で，幸福度および近い将来の期待所得に
ついての変化を分析した。主要な発見は次の通
り。延期発表前に比べ，延期発表直後に大きく幸
福度の低下がみられる。しかし，2週間後に延期
発表前と同程度の幸福度に戻る。幸福度が大きく
変化する一方，主観的な1年後の期待所得額は延
期発表の影響を受けない（Yamamura & Tsutsui,
2020）。つまり，オリンピック延期による金銭的
な影響よりも，オリンピックに貢献する機会が失
われることから一時的に幸福度が低下したと考え
られる。注意しなければならないのは，この結果
がパンデミック初期のごく短期間のデータに基づ
いていることである。現実にはその後2年以上に
わたって，コロナ禍による経済損失があったの
で，これがメンタルヘルスに及ぼした可能性は大
きい。
2020年の第一回目の緊急事態宣言は，2020年4
月7日に東京，神奈川，埼玉，千葉，大阪，兵庫，
福岡の7都府県で出された。全国に宣言を拡大し
たのは4月16日だった。同じ程度に危機的な状況
にありながら，宣言が出るのが遅れた地域もあ
る。この自然実験的な状況をいかして，緊急事態
宣言の効果を分析した研究がある（Yamamura &
Tsutsui, 2022）。分析結果によれば，緊急事態宣言
によって予防行動が促進される一方，メンタルヘ
ルスの悪化もみられた。緊急事態宣言解除後も予

2) 山田（2021）では，パンデミック初期における心理学研究者による迅速な研究発表プロセスが紹介されている。
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防行動は持続的にとられる一方，メンタルヘルス
は回復した。さらに，早めに緊急事態宣言が出た
地域の方が，予防行動促進の効果は大きかった。
つまり，新型コロナウィルスの情報が不足してい
る状況下では，基本的な予防行動を浸透させる
きっかけとして緊急事態宣言は有効であり持続性
もあったことがわかる。
海外の多くの国で実施されたロックダウンは法
的強制力を伴うために，日本の緊急事態宣言より
も行動制限が厳しくなる。Brodeur et al.（2021）
はヨーロッパとアメリカにおけるロックダウン前
後で人々のネット上の探索履歴データを集め，探
索行動がどのように変化したがを分析している。
「孤独」，「悲しみ」，「心配」などの言葉の探索が増
加した，その一方で「ストレス」，「自殺」，「離婚」
などの探索数は減少した。いずれも，ネガティブ
な感情をあらわす言葉であるが，人々の関心は一
様に変化しているわけではなく複雑であることが
うかがわれる。
新型コロナの傾向への影響については年齢に
よって高齢者ほど重症化リスクや死亡リスクが高
いことが知られている（Koh et al., 2021）。メンタ
ルヘルスへの影響も人々が属する社会集団によっ
て異なるだろう。例えば，自立する前の若年層に
対してコロナ禍はどのように影響したのか？スペ
インの8～18歳の若年層を対象にした分析では，
2020年4月のロックダウン中に，反抗的態度や怒
りを示すようになり，一方で不安感や抑鬱などメ
ンタルヘルスの悪化もみられた。とりわけ，男よ
りも女でメンタルヘルスの悪化は顕著で，不安
感，自己評価の低下，情緒不安定などが観察され
た（Pizarro-Ruiz & Ordóñez-Camblor, 2021）。ドイ
ツの大学生を対象としたオンラインサーベイはパ
ンデミック以前の2019年8月とパンデミック中の
2020年7月の2回実施された。この分析ではパンデ
ミック以前に比べてコロナ発生後に，不安感や孤

独感が高まっていることが示された（Werner et
al., 2021）。
2020年の5～7月の間に行われた東欧諸国など世
界9カ国を対象とした分析では，ストレスや抑鬱
感を感じる大学生の割合はそれぞれ61％と40％で
あることを示し，これは全人口年齢のサンプルを
使った場合の約6倍になると論じた（Ochnik et al.,
2021）。若年層は高齢者層に比較して，コロナ感
染によって重症化する確率は低いとされるが，他
者との接触など行動制限によってメンタルヘルス
の状況の悪化は深刻であると考えられる。つま
り，社会全体のパンデミック対策のために，そこ
から得られる便益が小さい若者がメンタルヘルス
悪化というコストを負担したと考えられる。また
学校生活や対面学習などから得られる便益は小さ
くなる。経済学的に考えれば，パンデミック対策
のために若者は大きな機会費用を負担したと考え
られる。

2 メンタルヘルスへの介入効果の検証
社会心理学の国際研究グループは，2020年3月
からコロナパンデミックの影響への大規模なオン
ライン実験分析を企画した。世界各国から膨大な
数の研究者が参加したが，非常に迅速に組織的に
研究がすすめられた3)。この実験では，87か国
21644人を対象に介入することによる感情変化の
分析を行っている（Wang et al., 2021）。大まかな
段取りは，オンラインで実験開始前に感情やメン
タルヘルスの質問に回答してもらう。その後に，
被験者は実験の処置グループと比較対象グループ
に分けられ，介入効果が検証される。処置群に与
える情報は，2つのタイプがある。
一つ目の情報タイプは，パンデミック克服に希
望を持たせる情報。例えば，「これまで人類は非
常に困難な状況におかれても，それを克服してき
た。コロナも克服していくだろう」。二つ目の情

3) 研究に参加した山田祐樹氏（九州大学）によれば，20年3月14日に既にコロナ特別プロジェクトを実施すること
が決まり，すぐに研究計画案と研究協力者の公募が同時に行われた。日本チームは20年3月25日にはἧっていた。
研究計画案は1週間で約60件くらい集まり，それらを審査・投票して，3件に絞り，それぞれの調査を即時に開始し
た。本校で紹介するのは，その中の一つ。この研究は，4月17日にNature Human Behaviourに実験手順が事前投稿
され，査読を経て5月12日に原則的採択されている。実験後の論文は翌年の6月28日に正式採択されている。
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報タイプは，パンデミックに対する考え方の方向
性を変える情報である。「パンデミックによって
家でゆったり過ごすことが出来るようになった。
そのおかげで趣味に時間を使ったり，家族と過ご
す時間が増えた」。大まかな分析結果としては，
介入によって負の感情が弱まり正の感情が高まっ
た。つまり，コロナ禍において前向きな情報を与
えことによりメンタルヘルスが改善された。とり
わけ，調査が実施されたようなパンデミック発生
初期では，その対処法や症状などの情報が不足し
ているので，落着きや冷静さを取り戻す効果が高
いと思われる。この分析結果から得られる示唆と
しては，マスメディアなどを通じた情報発信は，
情報に誤りがない範囲で極力前向きな内容を伝え
ることが望ましい。
ほかの研究では，ビデオを視聴させる効果を検
証する実験を行っている。ビデオの中で二人の友
達が登場し，家族の話，コロナ禍での隔離生活，
そこから来る孤独や恐れについて会話する。この
ビデオを鑑賞しないグループに比べて，このビデ
オを視聴したグループのメンタルヘルスは大幅に
改善した（Valeri et al., 2021）。ビデオ視聴よりも，
本人自身が友人と会話する機会があれば効果は大
きいことだろう。コロナ禍における遠隔会議シス
テム普及は，メンタルヘルスの維持に一定の効果
を持っていた可能性がある。

3 長期的な分析
これまで確認したように，コロナパンデミック
のメンタルヘルスへの影響は状況によって大きく
変化する。短期間を取り出した観察は，パンデ
ミックの影響を局所的にしか明らかにできない4)。
しかし，コロナとメンタルヘルスをめぐっては多
くの研究が短期的な分析で，コロナパンデミック
発生以降の継続的分析は数少ない（Yamamura et
al., 2022）。コロナが始まる以前のメンタルヘルス
の状態が分からなければ，パンデミックの影響を
識別することが出来ない。したがって，コロナパ

ンデミック発生以前から長期にわたる継続的に追
跡調査からは非常に重要な知見を得ることが出来
る。
日本ではYamamura et al（2022）が2020年3月か
ら2021年9月までほぼ毎月同じ人の主観意識を追
跡調査した。しかし新型コロナが日本でも確認さ
れた後に調査を始めているので，パンデミック以
前との比較はしていない。ここではワクチン接種
の前後で自分が罹患すると思う確率や罹患したと
きの症状の重さなど主観的評価と，メンタルヘル
スの変化が分析されている。ワクチン接種前に比
べてワクチン接種後は，主観的な罹患確率は有意
に低下している。さらに罹患したとしても症状は
軽いと考える人が増えている。これは男女ともに
観察される傾向である。メンタルヘルスについて
男性は変化ないが，女性は接種後にメンタルヘル
スの改善がみられた。次節ではコロナ禍中に女性
の自殺者が顕著に増加したことが示される。これ
を踏まえるならば，ワクチン接種を促進すること
で，コロナ蔓延を予防するばかりでなく，メンタ
ルヘルスの改善により自殺の抑止につながる可能
性がある。
Foa et al（2022）は，2019年7月から2021年6月に
かけての2年間イギリスを対象とした週ごとの
データを用いている。主要な発見は次の通り。コ
ロナパンデミック以前に比べ，パンデミック中は
メンタルヘルスが悪化し，とりわけ感染者数が多
いときにメンタルヘルスは悪化する。また，この
期間中に2回のロックダウンがあった。いずれの
場合もロックダウン開始直後に大きくメンタルヘ
ルスが悪化する。しかしロックダウン期間内にメ
ンタルヘルスは徐々に改善しロックダウンの終わ
り近くになるとロックダウン前と同程度の状態に
なる。さらに，最終調査の2021年6月のメンタル
ヘルスは，ほぼパンデミック前の水準に戻ってい
る。彼らは2020年1月から2021年7月にかけて，英
語圏のアイルランド，米国，カナダ，ニュージー
ランド，オーストラリアで同様の調査を行ってい

4)「短期」と「長期」に分けてパンデミックがメンタルヘスに及ぼす影響を分析することを目的とした研究でも，
実際にパンデミックからの時間経過が短い場合，短期（発生から2020年4月時点）と長期（発生から2020年7月）の
違いは数カ月程度となる（Andrada & Ozdemir, 2021）。
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る。国によってロックダウンの回数，時期，期間
は違うが，おおむねイギリスと同様の結果が得ら
れている。以上の結果よりロックダウンの非日常
生活に，精神的に徐々に適応していくと考えられ
る。
Cheng et al.（2022）はシンガポールの2019年7月
から2021年7月の生活満足度の変化を分析した。
ロックダウンでは極端に生活満足度は低下する。
ロックダウン後は徐々に満足度は上昇し最終的に
はパンデミック以前のレベルと同水準になる。こ
の結果は英語圏の研究結果と整合的である。しか
しながら，パンデミック中に所得減少を経験した
グループについては，生活満足度は最後までパン
デミック以前の水準よりも低いままだった。
全体としては大きな経済状態の悪化が起こらな
ければ，人々はコロナパンデミックに順応してい
く傾向がある。さらに，パンデミックが終息する
ならば，平均的にはメンタルヘルスに関する懸念
は消えていくものと思われる。問題となるのは失
業等で経済状態が悪化した場合，メンタルヘルス
の回復がみられないことである。
経済状態が悪化したグループ以外にも，注意を
払うべきグループがある。代表的なエッセンシャ
ルワーカーである医療機関の就業者である。彼ら
はコロナ感染者や感染した可能性が高い患者に接
した場合や，自身の家族への感染を心配したり，
孤独を感じるときにメンタルヘルスの悪化がみら
れた（Ruiz-Frutos et al., 2022; Saddik et al., 2021）。
類似の傾向が日本でも観察された（小岩他
2021）。ポルトガルでは妊婦がロックダウン中に
顕著なメンタルヘルスの悪化を示したという報告
もある（Fernandes et al., 2022）。臨時休校や緊急
事態宣言下の非日常的な状況の中で，子供たちの
オンライン・ゲームや動画視聴が増え子供の健康
に対する懸念が高まっている（Ashikkali et al.,
2020）。日本においては，睡眠不足やネット視聴
時間の増加などが起き，これがメンタルヘルスの

悪化と相関していた（髙坂 2021）。これが習慣
化することによって，成長過程においてメンタル
ヘルスなどにも長期的な影響があるかもしれな
い5)。以上のように女性や子供などを中心とする
社会集団では，パンデミックの影響は長期化する
可能性がある。これを検証しつつ，長期的な対策
を講じることも求められよう。

Ⅲ 自殺数増加の性差とその背景

コロナパンデミックがメンタルヘルスや経済環
境を悪化させ，それが極限に達するならば自殺を
選択するケースも出てくる可能性がある。コロナ
パンデミック以降の自殺数の変化について研究が
蓄積されている。コロナ禍初期における代表的な
研究として，パンデミック発生から4カ月間にお
ける中・高所得水準にある21カ国を対象にした研
究があり，自殺数は日本を含む9か国において減
少し，12か国において変化がなかったがわかった
（Pirkis et al., 2021）。この研究を実施したグルー
プは，パンデミックの影響は複雑であり，単純に
この結果を一般化することなく，調査を継続し長
期的な視点から自殺抑止の方策を考えることを提
唱している（Sinyor et al., 2021）。
その後，日本を対象にした研究が蓄積された。

Ueda et al.（2021）の2017年1月から2020年10月ま
での月次データを用いた研究によれば，パンデ
ミック発生以前の期間に比べて，自殺数はパンデ
ミック初期時点では減少した。しかし，2020年7
月以降に増加傾向を示し，同年10月には前年比で
約70％の増加をとなった6)。中でも最も自殺が増
えたのは40歳以下の女性グループであった。
Horita & Moriguchi（2022）による2021年9月まで
分析射程を広げた研究では，もともとの自殺数の
水準は女性よりも男性が高いが，その水準をコン
トロールして変化率を観察するとパンデミックの
影響は男性よりも女性が大きくなることが示され

5) 日本の大学生は，オンライン授業の増加で目，肩，首，頭などに身体的負荷がかかり，これがメンタルヘルスの
悪化につながっていた（内田・黒澤 2021）。
6) パンデミック初期に自殺者数が減少したのは政府の手厚い援助や労働時間の短縮などの複合的な影響による
（Tanaka & Okamoto, 2021）。
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ている。具体的にはパンデミック期において，自
殺数の予測値に比べて実際に観察される自殺数
は，男性で17％，女性で31％多くなる（Horita &
Moriguchi, 2022）。
以上のようにパンデミックが自殺に及ぼす影響
は男性より女性のほうが大きいが，この違いは何
に起因するのだろうか？日本のオンラインサーベ
イ調査では，40歳以下の女性グループは所得低下
や失職がほかのグループよりも多く，メンタルヘ
ルスの悪化も顕著であることが分かった（Ueda et
al., 2020, 2021）。日本においてはパンデミック発
生直後からメンタルヘルスの悪化が観察される
が，自殺の増加が観察されるまでは4カ月程度の
タイムラグがある。これは，女性の経済状態の悪
化が自殺を誘発する閾値に達するまでにかかる時
間と解釈できよう。
海外では屋内の閉塞空間で生活することで，ド
メスティック・バイオレンス（DV）が増加したと
いう報告もある（Gulati & Kelly, 2020; Piquero et
al., 2021）7)。また，日本の30歳以下の女性はDVに
よってメンタルヘルスの悪化がみられる
（Yoshioka et al., 2021）。小学生の子供がいる家庭
では，臨時休校により低学歴の母親のメンタルヘ
ルスの悪化がみられたが，父親や高学歴の母親に
は変化がみられなかった（Yamamura & Tsutsui,
2021b）。この背景にはパンデミックによって仕事
と家事育児に対する夫婦間での偏りが大きくなっ
たからかもしれない。共働き家庭では小学校の臨
時休校中に母親が仕事と子育てを行い負担が増加
したが，父親の負担に変化はない（Yamamura &
Tsutsui, 2021a）。
コロナ禍の影響の男女間の違いは他国でも観察
されている。アジアと欧米の6カ国のデータを分
析すると，コロナによって女性は50％所得低下
し，24％失職の可能性が高まった（Dang & Viet
Nguyen, 2021）。カナダでも男性よりも女性のメ
ンタルヘルスの悪化が大きく，それは経済状況以
外に，他者との接触や外出の減少などに関係して
いることが示された（Lin, 2022）。チリの研究で

は，コロナ禍によって男性よりも女性は家事が増
える一方で，仕事を失い所得の低下がみられる，
さらに女性は男性よりもメンタルヘルスの低下が
大きい（Borrescio-Higa & Valenzuela, 2021）。他国
においても，男性よりも女性の自殺の増加が大き
くなる状況はそろっている。社会経済的に弱い立
場にある女性が，さらに苦境に立たされているの
である。

Ⅳ 結び

パンデミックの問題を考えるには，短期的な問
題と長期的な問題を分けて考えることが重要であ
る。短期的にはパンデミックの状況は刻々と変化
している。デルタ株の感染者数が爆発的に増えた
ときには重症化リスクが高かったが，その後に出
てきたオミクロン株は非常に感染力が高いが重症
化リスクは低い。新型コロナは次々と変異株が登
場するので，望ましい政策も変化していく。これ
までのコロナパンデミックの経験を踏まえるなら
ば，議論を一般化することには慎重になる必要が
ある。今後の状況変化や新たな研究成果を確認し
つつ状況に応じた対策を練ることが重要である。
長期的には新型コロナの影響はパンデミックが
終息した後にも残っていく可能性がある。世界中
であらゆる分野の研究者が新型コロナパンデミッ
クの研究を進めた。パンデミック初期のエビデン
スが不足していた時点においては学術上の貢献が
大きかったが，今や完全に成熟分野となり追加的
な研究をしても学術的な貢献は限定的である。し
かし，学術貢献としては目立たないものだとして
も，実態を把握し分析していくことは現実社会に
十分な貢献をもたらすであろう。
速水融氏は約100年前に発生したスペイン風邪
のパンデミックが日本にもたらした影響を経済史
の視点から分析した。速水融氏は次のように結論
付けている「日本はスペイン・パンデミックから
ほとんど何も学ばず，あたら四五万人の生命を無
駄にした（中略）過去の被害の実際を知り，人々

7) メンタルが悪化する母親が子供にDVを働く可能性もあるだろう。DVのトラウマはパンデミック後も消えない
可能性が高い（Newnham et al., 2022）。コロナ終息後もDVを受けた子供へのケアは欠かせないものとなるだろう。
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がそのときの『新型インフルエンザ・ウイルス』
にどう対処したかを知ることから始めなければな
らない。なぜなら人類とウイルス，特にインフル
エンザ・ウイルスとの戦いは両者が存在する限り
永久に繰り返されるからである」（速水 2006,

436頁）。一旦終息してしまうと，パンデミックの
ことなどすぐに忘れてしまったのである。
新型コロナにおいては，これまでかなり詳細な
分析や報告がなされてきた。しかし，それだけで
はパンデミックの影響の全体像をとらえることは
出来ない。パンデミックによってメンタルヘルス
を損なった女性や子供が今後どのような人生を歩
むのであろうか？海外では長期にわたって個々人
の追跡調査を継続したパネルデータがある。例え
ば，ド イ ツ の German Socio-Economic Panel

（SOEP）では1984年から現在に至るまで毎年調査
を継続している。これを使って多種多様な研究が
今現在も蓄積され続けている。長期的な社会の変
化を分析することの意義が共有されているために
長期パネルデータが構築され知的公共財になって
いるのだ。残念ながら日本では調査を継続するこ
との意義が理解されず，予算もつかない。そのた
めに，SOEPのようなデータが存在しない。当然，
新型コロナパンデミックの影響を長期的・巨視的
に把握することが出来ない。スペイン・インフル
エンザの時代から日本が抱える問題の本質は今も
変わらないのである。
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Changes in mental health during the coronavirus pandemic:
Past findings and implications for the future

YAMAMURA Eiji＊

Abstract

COVID 19 has arrived at Japan in January 2020 and mutated repeatedly until the end of 2022. Due to

regulation of daily life and economic decline, especially in the early stage of the pandemic, condition of mental

health has been deteriorated. However, the impact of COVID-19 varied according to characteristics of

countries and individuals. For instance, the effect of COVID-19 differed between genders. In Japan, increase in

suicides of young women is remarkably observed in compared with other groups. This is because socio-

economic condition is different between genders. The condition of women is worse than men, increasing

women’s stress and so deteriorating mental health. Further, it is necessary to examine whether temporary

school closing under the pandemic has not only short-term but also long-term influence on pupils’ mental

health. We should conduct additional surveys to explore the long-term effect of COVID-19 pandemic.
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